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尋 は 5 尺 か 6 尺 か
＊

一
和船 関連資料解析 時 の 尋

一

松 　井 　哲　洋
＊＊

　　　　　　Is　length　of
‘‘Hiro ，，

　five　shakus 　or 　six ？

About 　the 量engt 畳1　unit
‘‘Hiro ，，

　in　Japanese 　classic 　boat　documents。

Tetsuhiro 　MATSUI

Abstract

　 Aunit 　of 　length　Hiro　was 　widely 　used 　in　Japanese　shipbuilding 　ancient 　documents．　According 　to　the

dictionary　ofthe 　units
，
　Hiro　was 　interpreted　as ‘‘the　length　covered 　by 　stretched 　arms

”
or

‘‘five　shakus

or 　six
” ．　Hiro　seems 　to　have　indefinite　length．　 In　order 　to　decode 　shipbuilding 　ancient 　documents ，　I

tried　to　make 　length　ofHiro 　cleaL 　I　collected 　examp 【es　of 　Hiro　and 　analyzed 　the　contents ．　Hiro　has　two

fold　meanings 　of 　the　human 　body　Iength　unit 　and 　linear　measure 　unit ．　Hiro　had　wide 　variety 　of 　length

（45 ／5！5．5！6／8syakus ）．　 Which 　 was 　real　length？　From 　many 　real 　examples 　of 　measurement 　in　Hiro，

Isearched　for　length　of 　Hiro ．　Most 　ofreal 　length　of 　Hiro 　were 　evaluated 　l．5　m 　to　be　equal 　to　around

1．5m
，
　 that　 is　 about 　 five　 shakus ．　 As 　 a　 result ，　 Hiro 　 ln　 the　 shipbuilding 　 ancient 　 documents 　 could

be　interpreted　to　correspond 　to　about 　five　shakus ．

Keywords ： Hiro
，　shaku ，　wasen ，　human 　body　lngth　unit ，　fathom，　sounding

は じめに

　和船 の 板図 （図面 ）や造船 関連古文 書に は 「尋 」

とい う単位が使 われ て い る。こ の 「尋」 を辞典

類 で検索す る と 「5 尺 な い し 6 尺 」 と書かれ て

い る も の があ る 。 しか し、5 尺 か 6 尺か で は 、

同
一

の 資料か ら異なる 2 つ の 船 の 姿が 導かれ る

為 、「尋 が 5 尺 な の か 6 尺 な の か 」 を確定 しな け

れ ばな らな い
。 そ こ で 、  なぜ 尋は 5 尺な い し

6 尺 と曖昧な 単位 で あ る の か、  近 世以降の 和

船 関連資料の 解析 時 に は 、尋 を何尺 と し た ら よ

い の か、 の 2 点 に っ い て 、事例 の 集積 と解析 を

行 っ た。

1 事例

1，1　 辞典 類に ある尋

　身 近に あ る千葉県 市原市中央 図書館所蔵 の 単

位の 本や 国語辞典か ら尋 を検索 し 、そ の 結果を

表 1 に ま とめ た。「両手 をひ ろげた長 さ」、「4 尺

5 寸 、5 尺 、6 尺 、8 尺 」 など多様 な尋 が ある こ

とが わ か る。そ の 中で 「尋は 5 尺 な い し 6 尺 」、

「尋 は 6 尺」、「水深の 尋 は 6 尺 」 と書か れ て い

る もの が 多 く、「尋 は 5 尺 」 と明 言 して い る も の

は 少 な い 。ま た 、 和 船 の 尋 に言及 し て い る も の

は無 い 。

＊ 受付　2006 年 10A4 日　 ＊ ＊ 会 員　〒290−0023　千 葉県市原 市惣社 HO −7　E−mail ： matsui
−91＠icntv．ne ．jp

計量 史研 究 29−1 ［32］2007

一87一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

1．2　イ ンターネ ッ トで検索 した尋

　辞典類で 多様 な尋が あ る こ とが 確認 で き た。

そ こ で 、より 具体的な尋 を求 め、イ ン タ
ー

ネ ッ

ト上で 尋 を検 索 した。表 2 は 、検 索エ ン ジ ン 「ヤ

フ
ー

」上で検索 を行 っ た結果 で ある。

　こ の 中で 、   「尋 ＝ 1．8m （6 尺 ）」が 最 も多 く、

次い で   「尋 ＝1．5m （5 尺 ）」、  「尋 ＝ 1．5m （5

尺 ）な い し 1．8m （6 尺 ）！の 順 に な る。キ ーワー

ド毎 に は、「尋 、尺 、度量衡 」や 「尋、単位」、「尋、

尺 」で は尋 ≒ 1．8m （6 尺 ）が多 く、「尋 、尺 、漁」

や 「尋、尺 、 網 」で は尋 ≒ 1．5m （5 尺 ）が 多い 。

　尋 を抽象的な単位 と して 取 り扱 う場合 に は尋

＝ 1．8m （6 尺 ） とな り、具体的に 尋 を活用す る

場合に は尋 ＝1．5m （5 尺 ）とな る傾 向 が見 られ

る。

1．3　古 典や 度量衡関連論文の 尋

　 『説 文 』 D
に

“

度人 之両臂為尋 、八尺也
”

と

あ り、『准南子 』
2）

に
“

古の 度量 （中略）、人 の

臂は なが さ四 尺 、尋 は 自ら倍 にす、故 に八 尺 に

して 尋 と為す 。 尋 は 中人 の 度な り
”

とある。こ

の 場合 の 尺 は 23cm3 ）
また は 19．6cm4 ）

と推 定 さ

れ て い る 。前者 に よれ ば尋 は 1．8m 、後者 に よれ

ば 1．6m とな る。丘 光明 「中国度量衡 」
5）

に は 、

明清時代 の 水深 を測 る単位は成人 が 両肘 を 平 ら

に 伸 ば し た 長 さで 、約 160cm とあ る 。

　 『吉事記』や 『日本書紀 』に は尋 が見 られ る

が 、尋の 長 さを推定 で き る記述 は な く、そ の 後

編纂 され た 『続 日本書紀』や 『延喜式 』な どで

は、尋の 使用 は 見 られ な くな る 。

　 古代の 尋 に つ い て は、 白崎昭
一

郎 「尋 と歩
一

占代尺 度雑考
一

」
6） が参考 に な る。 白崎昭

一郎

表 1　辞典類 に あ る尋

発 行年 著 書 名 著 者
・
出版社 記載内容

両手 をひ ろげた

長さ

明 治 5年太 政官 布口
尋 は 曲尺 6尺

設 文 や

淮 南子

他

1977 もの さし 小 泉袈裟勝
・
法 政 大学 ●5 〜6 ●6尺 ● 孔子 の 太裁令

1981 日本 国語辞 典 小 学館 ●4尺 5寸〜6尺 ●水 深 は6尺 ●8 尺 長宗 毯部 氏 掟4尺 5寸

1981 国語 大辞 典 小
幽

館 ● 4 尺 5寸〜6尺 ●水 深 は6尺 布
・
縄
・
釣 り糸

1982 単 位 の起 源事 典 小 泉袈裟勝・
東京書籍 ● 6尺 ●6尺 ●8尺 周礼

1989 単位 の 歴 史事 典 小 泉 袈裟 勝
・
柏書房 ●単位なし 06尺 ●8尺

1989 日本国 語辞典 講 談 社 ●単 位な し ■6尺 魚網5尺

1990 国史大 事典 小 泉 袈裟 勝 吉 川 弘 文館 ■6尺 ●6 尺 ■8尺

1992 まぼろしの 古代尺 新井 宏・
吉川 弘文 館 ●単位無し 中 国歩

・1．5 〜1．6m
1997Sl 単 位 の 基礎 北大 路剛 燃 焼社 ●単 位 無し ● 6尺 縄

・
綱

2002 単位 の 事典 二 村 隆夫
・
丸善 ●単 位 無し 商 品

・
職 種 で 5尺または6尺

2004 最新単位の 基本と仕組み 伊藤 幸夫・秀和シス テム ●5 尺 尋の 倍 が丈

2005 単位 伊 藤 英
一

郎
・PHP ●単位 無し 海洋の 深 さ（単位 無 し）

表 2 イ ン ターネ ッ トで 検索 した 尋 （ヤ フ
ー・2006 年 3 月

・検索画面 の NO1 〜100 に つ い て 内容 を

　　　確 認 し た）

、　
一

ワ
ー

ド 、 6尺 5尺 5又 は 6尺 その 6／ 5 尺 比

尋 100 2 0 2 0 一

尋 、尺 、度量衡 100 14 1 1 1 14

尋、単位 100 30 5 6 0 6

尋 、 尺 100 16 5 5 6 3．2
ヨ

萼甼、m 100 6 2 0 1 3

尋、距離 100 2 1 1 0 2

尋 、 尺 、 船 100 10 6 0 1 1，7

尋 、 尺 、 綱 100 3 2 1 0 1．5
尋、尺 、水深 100 5 6 1 1 0．8

尋、尺 、網 100 4 6 0 0 0．7

尋 、 尺漁 100 3 6 2 2 0．5

総 1100 95 40 17 12
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は 、狩谷榱斎 『本朝度量権衡攷』
7）や岩 田重雄

の 論文
8）な どを 引用 し、中国に お け る 尋 の 実長

は、お おむ ね 160 セ ン チ 前後 と推 定 し 、又 、日

本 の 尋 と中国の 尋 の 実 長は 大差 ない もの と推論

して い る 。

　西洋 の 尋 に 関 して は 、高田誠 二 「身長は 単位

とし て の 機能 を も つ か i9 ｝
が 参考に な る 。 そ の

中で 、ロ シ ア の 庶 民の 長 さ の 単位 ・サージ ェ ニ

に 152cm の 簡易サージ ェ ニ と 176cm の iF．規 サ
ー

ジ ェ ニ と い う 2 つ の 長 さが 記述 され て い る 。

　新井宏 『ま ぼろ し の 古代尺 』
10）

で は 、 歩 が 尋

と して残 っ て い た の で は な い か と推測 し、周 ・8

尺 、漢・6 尺、唐 ・5 尺 の 歩 を各 々 L57m 、1．41m 、

L48m と推測 し て い る。岩 田 重雄 「先秦時代 の

中国にお ける歩 と里 の 長 さ」
ll）

で は 、 尺 の 詳細

な解析 か ら、中国 の 歩 を西 周 ・157cm 、春秋 ・

152cm、戦国 （秦）・138cm 、唐 ・150cm 、清 ・157cm

と推測 し、尺 の 長 さは 変化 した が 、歩 の 長 さは

最 も変化 し なか っ た と論 じて い る 。 また 、 日本

の 歩に つ い て 、日本人 の 身長 ユ53．8〜175．4cm （平

均 164．6cm）か ら、138 〜 178cm （平均 158cm ）

と推測 し て い る。

1．4　明治初期 に制定され た 6 尺の 尋

　辞典類 にあ る 、
「明治に な り、6 尺 と定め られ

た尋」 の 布告 に至 る経緯や 、使用状況に つ い て

調査 した 。 海 上保 安庁水路部 に よ り編集 され た

『日本水路 史』
⊥2）

や 明治 5 年 に海軍水路 寮に よ

り作成 され た海 図
13）

、昭和 28 年、水路部図誌

課 に よ り作成 され た 『換算表』
T4）な どか ら、明

治 5 年布告 され た太政官第 百 F．十号
15） 「尋 ハ 曲

尺 六 尺 ヲ 以 テ
ー

尋 ト定 ム 」 の 尋 は英 国 の 水深 計

測単位 の fathomi6） で あ り、尺は feet で ある こ と

が確認 で きた。水路部 の 資料で は、尋 は 日本 の

尺 、 丈 、間な ど の 単位 で は な く、イ ン チ 、ヤ
ー

ドの
一

単位 で 、尋 ＝ 2 ヤ
ー

ド ＝ 6feet＝6．03504

尺 ＝1．829m とな っ て い る 。

1．5　網 （あみ ）の 長 さの 尋

　イ ン ターネ ソ ト上で網 メ
ー

カ
ー

を検索 し調査

し た。表 3 は 網や綱 な ど の 事例 で あ るが 、1 尋

を 1．5m とす る事例が 確認 され る 。 網 の 場合に

は、網 目 の 単位 に 曲尺 を使用 す る場合 と鯨 尺を

使 用す る場合
L7 ） があ り、実長 の 推測 に は 注意

を要す る。

　千葉県 市原 市岩 崎 の 漁 師 ・井村安 夫、渡辺 善

雄 両氏
18＞ か ら、「網 の 長 さ は、何ぴ う と言 い 、

両腕 を広 げた長 さで測 っ た。こ の 辺 の 漁師 の 身

長 は 5 尺 1
、
2 寸 く ら い で あ り、5 尺 3 ・J』もあれ

ば か な り大き い ほ うで あ る 。 1 尋 は 、身長 よ り、

数寸短 くな る。そ の 為、5 尺 以上 に な る こ とは

ほ とん どな い
。 個人 差 はせ い ぜ い 1、2 寸 の 差 で

あ っ た ろ う」 と教わ る。

1．6　綱や 縄や紐の 長さの 尋

　表 3 に あ る秋 田 の 大 綱引 きの 事例で は 、 尋 を

1．5m （5 尺 ） と し、青森の 俵 の 縄 の 事例 で は 、

尋 の 長 さを 5 尺 3 寸 と し て い る。上 記、市原 の

表 3 網 ・綱 ・縄 ・水深 の 尋 （イ ン タ ーネ ッ トで 検索 した具 体的な 尋の
一

部）

項 目 地域 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容

綱長 さ 秋 田県 大仙市 　　　　　 国指 定重 要無形 民俗　　　　長 さが雄綱約 64 メートル （42 尋 ）、雌 綱 約50 メ
ー

トル （33 尋）

（IB西仙 北町）　　　　 文化 財・刈 和 野 の 大綱 引き　 htt ：／／www ．obako ．orj ／nishisen

縄長 さ 青 森県 東津軽 郡 蓬 田村 　 蓬田 村史　　　　　　　　　縦 縄 四 尋 太サ廻 り
一

寸 五 分

　　　　　　　　　　 第 四 章
・
第九 節　　　　　　

一
尋 ハ 五 尺三 寸ノ定メ

　　　　　　　　　　 年貢 米の 納入　　　　　　　htt ：　 www ．net ．　 re £ aomori ．
’
　 omo 　ita／www ／ ida　to　 son 　htm

網長 さ 株式会社 パ ーム 　　　　投網 まめ知識 　　　　　　 投網の 大 きさは 「ヒロ」で 表す
…

京都市 下京 区　　　　　 カタロ グ　　　　　　　　　 1ヒロ ＝ 五 尺、1尺 ＝30 ，3cm 。ヒロ ＝1．5m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　htt ：／／www ，　 alm

−
ami ．com ／howto．html

網長 さ 播磨 漁具 　　　　　　　網カタロ グ　　　　　　　　投 網 の 裾 廻 り：
一

般 に尋 （ヒロ ）で 表 します。1尋＝1．5m
（兵庫 県）　　　　　　 投網　　　　　　　　　　 htt ；／／www1 ．ocn ．ne

’
／
〜
　 o／

水深 島根 県水 産試 験 場　　　 トビウオ通 信 （7 月 号）　　　 生 産 金額 の 標準 値 ：身 網 設置水 深 （尋）の 二 乗 x10 万円

　　　　　　　　　　 平成 12 年7 月26 日号　　　 乗 組員の 標準値 ：身網設置水深 （尋）÷ 2、5 （人 ）

　　　　　　　　　　 「島根 県西部 の 定置網 漁業」 1尋 ：1．515m
　 　 　 　 　 　 　　 　 　 網の 設置 水深　 　 　 　 　 　 htt ： ／www ．　 refshimane ．！．

’
／sui　i
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漁師 2 名 か らは 、「漁 場 をき め るた め に、鉛 の 錘

に綿 の 紐 を つ け た ス バ カ リとい う道 具を 自作 し

て深 さを測 っ た 。 そ の 深 さの 場所 を なんぴ ろ の

地 と い っ た。 こ の 紐 は濡れ て い る の で 、体 か ら

離 し て 測 る。 そ の 為 、 尋 は 、 乾 い た紐 を測 る場

合 よ り更に 短 い もの に な る 」 と教わ る 。

1．7　和船研究者 と尋

　代表的な和船研 究者 が尋 を何尺 と して い る の

か を表 4 にま とめ た 。 4 名 共 「尋 ＝5 尺 」 と換算

し て い る こ とが 確認 で き た。

1．8　船 大工 の 尋杖

　小 泉袈裟勝 『もの さ し』
19） に

“
もの の 本 は あ

る とき は 五 尺 、ある ときは六 尺 と し て い る 。 尋

尺 とい うも の さし も巻尺 もつ くられ た こ とがな

い か らどちらともい え ない 。
”

と書か れ て い る。

しか し、『和漢船用集 』
2°）に は 5 尺の 尋杖 が記

述 され て い る。また、北海道 の 山 田祐平
2⊥）氏

か ら 「5 尺 の 杖を使用 し 、海具 （舷側 板）の 長 さ

な どを計測 した。建 築で は 6 尺 が基準だ が 、造

船で は 5尺 が基準単位 で あ っ た」 と教わ る。和

船で は、5 尺 の 尋 杖が使 用 されて い た ようだ。

1．9　和船 の 板図 に ある尋

　利根川 高瀬船 の 板図
22）

、図 1 事例   に は、縮

尺 「十分 之
一

図」、「敷長八尋 参尺 弐 寸」 と書か

れて い る 。 こ の 板 図の 敷（船底）の 長 さは 1．3m で

あ る。その 10倍 ＝13m が 、実船 の 敷 の 長 さ 、 八

尋参尺 弐 寸 とな る。尋 を計算す る と、1．5m （5

尺） とな る。事例   で は 「敷長 九尋 参尺 五 寸 」

と書か れ て お り、板図 の 敷の 長 さは 1．46m 。縮

尺 を 1／10 と仮 定す る と、実船 の 敷長 は 14、6m 。

こ れが 九尋参 尺五寸 で あ り、尋は 1．5m （5尺 ）

とな る。

1．10　和船の 造船関連古文書に ある尋

　造船関連 古文書は 『海事 史料叢書』
23） や 『続

海事史料叢書』
24）な どに その

一
部が纏 め られ て

い る。表 5 は 『続海事 史料叢書第十巻』の 中か

ら 、 尋 と尺 の 関係 を推 測す る こ とが 出来る 事例

をま とめた もの で ある。尋 ＝ 5 尺 と尋 ＝ 6 尺 と仮

定 し、どち らの ほ うが 、っ じつ ま の あ う長 さな

の か を検証 した 。 例 えば、ペ ージ 155 の 事例で

は 、 尋 ＝5 尺 と仮定す る と、惣瓦長 （船底の 全

長）＝41．6 尺 、 胴 互 長 23．5 尺 、艫瓦 長 11．5 尺 、

小 直 し瓦長 6．6 尺 とな り、胴 瓦長 ＋艫 瓦長 ＋ 小

直 し互 長 ＝41．6尺 で惣 瓦長 と各部の 瓦長 の 合計

とが
一．．
致 し 、 尋 ＝5 尺 が 正 しい こ ととな る。 こ

の 場合、尋 ＝5 尺 の 整合性 を 「○ 」とす る。他 の

事例 も同 様な方法で 検証 した結果、引用事例 に

お い て は 、95％ 以上 の 事例で尋 ＝＝・5 尺 で あ る こ

とが検証 され た。

2 考察

　以 上 の 事例 か ら、「尋 の 実長 は 1．5m （5 尺）

の 可能性 が高 い 」 とい う結論 が導かれ る 。 しか

し、尋が 指極 （後出 2．1  参照） の 1．6m で は な

く 1．5m とな る の は 何故か 、5 尺 以外 の 尋 は ど の

よ うな意 味を もつ の か 、尋は 曖 昧な長 さか それ

とも厳密 な単位 なの か 、 とい う、尋 に と っ て最

も本 質的 な問題 は解明 されな い ま ま で あ る。そ

表 4　和 船研 究者 と尋

氏 名 尋 の 使 用事例

石 井

謙治

元 日本 海事 史学 会 会長 ○ 「関 船の 木割り法の 流 派 に つ いて 」『海事 史 研 究』11 号 p61 ：

　　五尺をもっ てす る本来 の尋 掛 りよりも使 い やすく…

柴田

恵司

長 崎大 学名 誉教 授 O 「出島九 護岸外側 で 発掘され た 小 型 和船 に つ い て 」『海事 史研 究』

　　43号 p81 ：長 さ三 尋 （一尋 は五尺、すなわ ち1．515 米）

川 名

登

利 根川 文化 研 究会 会長

千 葉経 済大 学 名誉教授

O 『近 世 日本 の 川 船研 究』上 第六 章 利根 川 水 系 の 川 船 p232 ；

　　 文政 元 年 の 越 名 河 岸 の 、、「高瀬 船」につ い て、
　　惣 丈ケ長拾 四尋 弐尺 五 寸 壱尋 五 尺 ツツ。鋪長拾壱尋弐尺 五 寸、但し、壱 尋五 尺 ツ ツ。

渡 辺

貢 二

「利根 川高 瀬船 」著 者 ○ 『利根 川 高 瀬船 』p269 ；これも「小 回 船 」で、
　　敷長九尋弐尺 （十 四 ・ニ メ

ー
トル ）、胴幅1丈二 寸 （三 ・一メートル ）

一90一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

こ で 、「尋 に は 多様 な長 さが ある 」 と仮 定 して 、

こ れ らの 問題 の 解明 を試 み た 。

2．1　身体尺 と して の 尋の 長 さを推定す る

　まず 、  他 の 計量 単位 で 規 定 され た長 さ を持

つ 尋 を 「計 量 単位 の 尋 」、  測定者の 身体 の 長 さ

を基本 単位 とす る尋 を 「身体尺 の 尋」 と呼び 、

尋 を 2 種類 に 分類 した 。計量 単位 の 尋は 、尺寸

に よる 呼び寸法 を持 ち、尺 の 長 さか ら尋 の 実長

を推 定す る こ とが ・∫能で あ る。 し か し、身体尺

1 反
“

疇凹鱠の権■

1

　
　

　
　
　門

悟

笋」
亀

函

圭か
へ

苧

雪
峯

転
築
斎

丈
摯

廴

長

八

尋

参

尺

弐

寸

大

正

拾

弐

年

四

月

起

工

拾

分

之

壱

図

．一
　「『

T ？1｝

L＿ Ill
齟
；
「
描
’
：
．．’
1−11
’

コ
．

婁
　

∵

『水郷の 生活 と船』千葉県大利根博物館 2005 、
より転載、

一
部加筆した。

p37 の図 （原 資料 は銚子 市青少年 文化会館所蔵 ）

　　　　 板長　　　　　　　　 板幅　　　　　　　　　　　　　板厚

37 図　 　 　 　 　 　 　 38．5　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4，95
板図　 　 　 　 　 　 219．5　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 28．2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．2

船底（敷）長

　 22．8cm
推定130cm

板図 の 外形 は わ か っ て い た カ 、船底 （ ）の 長さは、未計測 で あっ た。p37 の 図から130cm と推定。

板図 に は、「拾分 之壱図」とあり、実 船 の 敷長は板図 の敷長の 10 倍の 1300cm
。

板図 に は、「敷長八尋参尺弐 寸」と書かれ て おり、これ が 1300cm に相 当する。つ まり、
8 尋3 尺 2 寸 ＝ 1300cm となる。尺 ＝ 30 ．3cm 、寸 ＝3cm とすると、
尋 ＝150cm （5 尺）となる。

  板

L

鹽6C 卜「 一 一．．一一
．雪ζ1

『利根川 ・江戸川水 系 の 川船 調査報告書 （1）』千葉県関宿城博物館 2004 年p60
・縮尺 1／ 10 。

より転載 。

一
部加筆した 。 （原資料は 、 元銚子 市宮内家所蔵の板図）

p60 の 図 は板 図を 1／ 10 に 縮 尺 したもの で ある。従 っ て、板図 は 、p60 の 10 倍の 大きさとなる 。

板図 の 縮尺 を1／ 10 と仮定すると、 実船の 敷長は 14 ．6cm の 100 倍となり、1460cm となる。

板図 に は、「敷長九尋参 尺 五 寸 」と書かれ て おり、こ れが 1460cm に 相当する 。 つ ま り、
9尋 3尺5寸 ＝ 1460cm となる。 尺 ＝ 30 、3cm 、寸 ＝ 3cm とすると、
尋 ＝ 150cm （5尺）となる。

事例   、  共 に、尋は 150cm （5 尺）となるこ とが確認される 。

図 1　利根川 高瀬船 の 板図 に ある尋 （尋 が 5 尺 か 6 尺 か σ）確認）

計量 史研 究 29−1 ［32］2007
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　　　　　　　　　　表 5　和船 の 造船 関連 古文 書に あ る尋

続海 事史料叢 書第 卜巻 （口本海 事 史学会編　成 山堂書店　 1986 ） よ り

ペ ージ 表題 惣互 長 胴（本 〉互 長 互 長 小直 し互 長 合計長 ＊ 1 整合性 ＊ 2

155 八
ヨ
壱尺 六 寸 四 尋三 尺 五 寸 壱 丈壱尺五 寸 六尺 六 寸　木 家 文書

安永弐年 尋 ＝5尺と仮定 41．6尺 23．5尺 11．5尺 6．6尺 41．6尺 0
荷 方 五 代丸 拾 反 帆 寸尺 尋 ＝6尺と仮定 49．6尺 27．5尺 11．5尺 6．6尺 45．7尺 X

374 13 尋 六尋 壱尺弐寸 七歩 四 尋壱尺 三 歩 壱 丈弐尺 七寸御 船寸 法書

御座 船七拾弐 丁 立 積 り

（対 馬藩 藩 船 寸法 書）

尋 ＝5尺と仮定 65尺 31．27尺 21、3尺 12．7尺 65．2ア尺 O
尋 ＝6尺と仮定 78尺 37．27尺 25．3尺 12．7尺 75．2ア尺 X

382 六
団

壱 　 四 寸 弐丈 壱尺三 寸 五歩 九 尺 五 寸五 歩鎮楡丸

参拾四 丁 立 積 り 尋 ＝5尺と仮定 314 尺 21、35尺 9．55尺 03D．9尺 0

尋 ＝6尺と仮定 37．4尺 21．35尺 9．55尺 030．9尺 X

385 五　　 立 9嘉 四 尋 壱尺 七’ 壱丈三 尺 八 寸 八 歩 壱　 五 ・
（但、丈二 〆 四 丈五 尺 ） 尋＝5尺 と仮定 45尺 21．7尺 13．88尺 10．05尺 45．63尺 ○

尋 ＝6尺と仮定 54尺 257 尺 13．88尺 10．05尺 49．63尺 ×

388 三拾 四 丁 立積 り 六 尋 弐尺 弌 寸 四 尋 弐尺 壱寸 壱丈

尋二5尺と仮定 32．1尺 22，1尺 10尺 032 ．1尺 O
尋 ＝6尺と仮 定 38、1尺 26，1尺 10尺 036 ．1尺 ×

392 拾壱尋弐尺 八 寸五 分 五 　四 尺 九 寸 三 尋三 尺弐寸 五分 九 尺 七寸六拾 弐 挺 立 寸 法

帆拾六 端引 尋＝5尺 と仮 定 57．85尺 29．9尺 18．25尺 9、7尺 57．85尺 ○

尋 ＝6尺 と仮 定 68．85尺 34．9尺 21．25尺 9．7尺 65．85尺 X

六 尋弐尺 四 寸 四 尋三 寸 九 尺 弐寸

404
凡八反 引寸法
飛 船小隼 尋 ＝5尺 と仮 定 32．4 20．3尺 9．2尺 029 ．5尺 ×

尋＝6 尺と仮定 384尺 243 尺 9．2尺 033 ．5尺 ×

五 尋 壱 丈八 尺九 寸 六 尺 壱 寸

405
御召船大伝間寸法
七 拾 弐丁 立 伝 間 尋 ＝5 尺と仮 定 25尺 18．9尺 6．1尺 025 尺 Q

尋＝6 尺と仮 定 30尺 18．9尺 6．1尺 025 尺 ×

四尋 三 尺 壱　 六 尺 三 寸 六 尺 七 寸
405

御 召
丶
小 伝 間 寸法

七 拾弐丁 立伝 間 尋＝5 尺と仮定 23尺 16．3尺 6．7尺 023 尺 O
尋＝6 尺と仮定 27尺 16．3尺 6．7尺 023 尺 X

阿 1 …
船 寸 法 ■ 五尋 壱尺 弐 寸 三 咢 三 尺 五 寸 7 尺7 寸

426 造船作寸法 尋＝5尺と仮定 262 尺 185 7．7尺 026 ．2尺 o
四 枚帆小　 　 　　 　

．
尋＝6尺と仮 定 31．2尺 215 尺 7．7尺 029 ．2尺 ×

五 枚　小 早 五 尋 ＝ 尺五 寸 三 　 四 尺七 寸 八 尺八 寸

427 尋
＝5尺と仮 定 285 尺 19．7尺 8、8尺 028 ．5尺 ○

尋 ＝6尺と仮定 335 尺 22．7尺 8．8尺 031 ．5尺 X

六 端関 六 尋 三 尺 弐 寸 四 尋 三 尺 弐 寸 壱

427 尋 ＝5尺と仮 定 33．2尺 23．2尺 10尺 033 ．2尺 O
尋＝6尺と仮定 39．2尺 39．2尺 10尺 049 ．2尺 X

大 六 端関 六 尋 四 尺 弐 寸 四 尋 三 尺八 寸 壱丈 四 寸

428 尋 ＝5尺と仮 定 342 尺 238 尺 10、4尺 034 ．2尺 o
尋＝6尺と仮定 402尺 27β尺 10．4尺 o382 尺 ×

七 端 関 七
ヨ

五寸 四　 四 尺 壱丈壱尺 五 寸
429 尋 ＝5尺と仮定 355尺 24 11．5尺 035 ．5o

尋
＝6尺と仮 定 425尺 28尺 11．5尺 038 ．4尺 X

八 　 関 七
羣 ；

尺 五 寸 五 尋壱尺五 寸 壱丈弐尺弐寸
429 尋＝5尺と仮定 38．5尺 26．5尺 12．2尺 038 ．7尺 ○

尋 ＝6尺と仮 定 45．5尺 31．5尺 12．2尺 043 ．7尺 ×

九端関 八 尋五 寸 五 尋弐尺五 寸 壱　 ＝ 尺

430 尋 ；5尺と仮 定 405 尺 275 尺 13尺 040 ．5尺 o
尋 ；6尺と仮 定 485 尺 325 尺 13尺 045 、5尺 ×

拾端関 八 尋弐尺 五 寸 五 　 四 尺 壱丈 三 尺 五 寸

431 尋 ＝5尺と仮 定 425 尺 29 尺 13．5尺 042 ．5尺 o
尋 ＝6尺と仮定 5α5尺 34尺 13．5尺 047 ．5尺 X

ロ 壱端関 九 　 壱尺 弐 寸 六 尋 八 寸 壱丈五 尺 四 寸

431 尋 ＝5尺と仮 定 46．2尺 30．8尺 15．4尺 o46 ．2尺 0
尋＝6尺と仮定 552尺 368尺 154 尺 o52 ．2尺 ×

169
早船之 木割

五 拾挺立部 尋齧5尺 と仮定

ろ壱 丁に 付八 寸八 分 つ つ の 物也。或 ハ 五 拾T に か わらすへ長サ 八 尋四 尺 当ル

ろ 1丁 に つ き088 尺 で あ るか ら、50 丁 で は、0 ．88 ×50 ＝44 尺。
　　　　　　 らす え は44 尺。したが っ て尋 は5 尺 である、

44尺 o
尋 ＝6尺と仮 定 8尋 4 尺 の か 52尺 ×

283
造 船 秘 書

荷船之木 割 尋＝5尺と仮 定

互 の 幅之事 長サ 拾割 壱分 之法也。　 互 長サ 壱 尋に 付五 寸宛 当ル ．
或、互 居八 尋 ノ船 、幅 四 尺 に 当也。　 　 〔1尋 は 5寸の 10 倍 で5尺である） 40尺 ○

尋 ＝6尺と仮 定 互 　 （長 ）は 互
苜
4 尺 の 10 倍＝40 尺 である。 48尺 X

304
荷 方 船

1
り法

文化十三 丙子 尋 ＝5尺と仮 定

百石 之航居六尋五 寸 として弐 百石 迄 之者拾石 に 付四 寸 五歩まして 七尋と成 ．
4寸 5分 x （200 − 100 ｝／ 10＝4尺 5寸。6尋 5寸 ＋4 尺 5寸が 7尋 と成。 35尺 o

御 魔 下 芸 州　橋大工 尋 ＝6尺と仮 定 したが っ て、1尋 は 5寸 ＋ 4尺 5寸＝5 尺である。7 尋は 35 尺となる。 42尺 X

五 拾挺立
385 尋 ＝5尺と仮 定

航長サ九 尋。但し、丈 〆 四 丈五 尺。
1丈 は 10尺であるから、4丈5尺 は45 尺 である。
　　　　　　　　　　　　　　　　る

45尺 ○

尋＝6尺と仮定 九尋＝45 尺であるか ら、尋＝5尺で 54尺 ×

注 ＊ 1）和 船の 場合、船 底 （敷また は 瓦 〉の 長 さが基準となる場合が多い。こ の船底 （敷または瓦〉の 全長が 、引用事例 で は、『惣互 長』と呼ば れ’

　　　 惣 瓦 は、胴互 （中 央部 ）＋艫互 （船 尾 部 ）＋小 直 し互 （船 首 部 ）の 3材 又 は胴 互 ＋ 艫互 の 2材で 構成される。
　　　 各部分 瓦 の 合 計、（胴 互 長 ＋艫 互 長 ＋小 直 し互 畏 ）を『合 計長 』とした。
　　　 ペ ージ169 、283 、304 、385 の 事例は、推進具の 『ろの 数』、『互 の 幅』、積載量の 『石 』、10 尺 の 長さ『丈 』と総互 長

　　　 との 関係で ある。この 場合 に は、総互 長を尺 に換 算た もの を『合 計 剣 の 枠 に記 した

＊ 2）『整 合性』とは、尺 で換算した総 互 長と合計長とが、差一
尺 以内で

一
致した場合を『○』、不一

致の 場 合を『x 』とした。
　　引用事例 の 95 ％ に おい て 、尋＝5尺 で あることが確認 され た。
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の 尋 は 、両 手をひ ろ げた長 さを 1 単位 と し、尺

に よ る呼 び寸法 を持た ない
。 そ の た め、実長 を

推定す る こ とが難 しい
。 そ こ で 、 身体尺 の 尋 を 、

更 に詳細 に分類 し、それ ぞれ の 長 さを推 定 した 。

　 辞典類 や諸 論文 で は 、尋 は 、
“

両手 を水 平 に 伸

ば した、左 右 の 指 先端 間 （中指と中指間） の 長

さ
”

い わ ゆ る指極 の こ と で あ り、身長 と ほ ぼ同

じ
25）

長 さで あ る と し て い る 。 こ れ を

　  「指極の 尋 」 と呼ぶ こ とにす る 。

　 だ が、両手の 指先 を伸 ば しき っ た状態 で は 、

紐 を持 ち、そ の 長 さを計測す る こ とは 不可能 で

あ る。つ ま り、実用尋 と して 指極以外の 尋 を考

える こ とが 求め られ る。紐 をたぐ り寄せ 、繰 り

返 し測 る場合 に は 、指 を曲げ、紐 を つ か み なが

ら、親指 と人差指 の 又 に か けなが ら測 る。 こ の

尋 を

　  「紐持 の 尋」 と呼ぶ こ とにす る。こ の 長 さ

は 、左 右 の 、親指 （ま た は 、親指 の 付 け根）間

の 長 さとなる。

　 また、濡れ た紐 を測 る ときに は、体 を濡 らさ

な い た め に、腕 を 曲げ、紐 を体か ら離 して 測 る。

腕 は 曲が り弧 を描 き 、 紐 の 長 さは 、 そ の 弦 の 長

さとなる た め
、

「紐 持 の 尋 」 よ り更 に短 くな る 。

こ れ を

　  「濡 紐 の 尋 」 と呼 ぶ こ とにす る 。

　私 自身 で 実測 して み る と 、 こ れ ら の 尋 は 、 私

の 身長 ： 161cm

　  指極 の 尋 ： 162〜165cm （平均 163．3cm）

　  紐持 の 尋 ： 151〜152cm （平均 151．5cm）

　  濡紐 の 尋 ： 133〜142cm （平均 138．7cm）

で あ る。

　 昭 和初期 ま で の 日本 人男 子 の 平均身長 は約

160± 5cm と推測
2ti）

され て お り、私の 身長 と ほ

ぼ 同 じ で あ る こ と か ら、こ れ らの 尋 の 長 さも私

の 場合 と大差 な い もの と推測 され る。

2．2 　尋の 関連 図 ・図 2

　 尋は計量単位 と身体尺 とい う 2 っ の 意味 を持

っ 。また、計量 単位 と して 4 尺 5 ・1’、5 尺 、5

尺 3 ・t’、6 尺 、8 尺 、 身体尺 と し て 、指極 の 尋 、

紐持 の 尋、濡 紐 の 尋な ど多様 な長 さを持 っ こ と

が推測 され る。

　こ れ らの 多様 な尋 を 図 2 に ま と め た 。

　図 2 は 、 呼 び 寸法 （尺 ） を X 軸 に、推定実長

（cm ） をY 軸 とし たグ ラ フ で ある。

　図 2　か ら、計量単位の 尋 は 、身体尺 の 3 種

類 の 尋 の 何れ か と、ほ ぼ一一致す る こ とが 読み 取

れ る 。 しか し 、 fathom＝6feet＝1．8m の 尋 だ けは 、

身体尺 の 尋 と
一一

致 しな い よ うで あ る 、

指極と実用尋

●　　の

● 　 　e

指極 の 尋

一 一

●　 　’

一

2．3　尋に 関す る諸問題 の 解析

　図 2 か ら 、
い くつ か の 尋 の 問題 を解析 して み

た い
。 例 えば 、

D 大尋 と小 尋 ；宮川 捗 の 論 文
27｝

で は 、160cm

　 の 大尋 と 150cm の 小 尋 と い う 2 つ の 基準尺 度

　 の 存在が論 考され て い る。 白崎 昭
・
郎 は、こ

　 の 2 っ の 尋 の 存在 に 対 し、疑問を投 げ か け て

　 い る 。

2s）

　　図 2 に お い て 、当時 の 身長 を 160cm とす る

　 と、指極 の 尋は 160cm 、紐持 の 尋は 150cm と

　 な り、大 尋 、小 尋の 長 さ と
一

致する 。 こ の こ

　 とか ら、2 つ の 基 準尺度は 、測定方法 の 違 い

　 に よ っ て 生 じ た と考 え る こ と もで き る。つ ま

　 り、手 を ひ ろ げ た長 さを棒 に 目盛 り、閻尺 と

　 し た場合 に は 、指極 の 尋 の 160cm とな り、縄

　 を手繰 っ て 、長 さを決 め た の で あれば、紐 持
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　ち の 尋 の 150cm となる 可 能性 が あ る 。

2） 8 尺 の 尋 と 7 尺 の 仞 ：『本朝度量権衡攷』
29）

　に は 、尋 も仞 も、言葉 の 意味 は、「両手 を広 げ

た長 さ」 で 同
一

で あ る の に、尋 は 8 尺 、仞 は

7 尺 と い う違い が ある の は何故 か とい う問題

が記 述 され て い る。

1尺を何cm とするか で実長は異なる。その 為、それ　れ の 　例 に 対 し、
以 下 の ように 仮定し、実長を推定した 。 また、2つ の 実長が推定される事例もある。

身体尺 として の 尋

  ：何も持たない 場合 の 尋。指極 両手を広げた長さの 最 大値 。 身長 とほ ぼ 同 じ。古代から昭和初期まで の

　 日本人 成 人 男子 の 平 均身長 は 160cm 前後と推定されて い る。その 為、この 尋を160cm と仮 定 した。
  ；紐をもっ た時の 両手をひ ろげた長さ。 指極よ り10cm位短くなる。150cm と仮定した。
  ；濡れた紐を測るときの 両手をひ ろげた長さ。体 か ら離 して 計測する為、  より更 に 短い 。140cm と仮定。

計量単位として の 尋

  ：長宗我 部家掟・4尺 5寸。1 尺 を約30cm の 曲尺と仮定。
　　　　　 （『土 佐國群集類従 第 1巻 』高 知 県 立 図 書 館 1998年 参 照 ）

  ：兵庫県播磨漁具網長さ・150cm 。1尺を約30cm の 曲尺と仮定 。 （表3参照 ）

  ：秋 田 県
・
刈和野 大綱長さ・150cm 。1尺 を約 30cmの 曲尺と仮定。（表3参照）

  ；和船関連資料・5尺。1尺を約 30cm の 曲尺 と仮定 。 （図1、表5参 照 ）

  ：津軽
・
蓬 田 村史・

縄
・5尺 3寸 。

1尺 を約30cm の 曲尺 と仮定（表3参照）

  ；明治太政官布告
・6尺 と定め られた 。 1尺を約30cmの 曲尺 と仮定。（引用文献15参照）

  ：7尺 の 仞 ：『本朝度量権衡攷』に ある仞。周尺を20cm また は 23cm と仮定。（註28 参照 ）

  ：8尺の 尋 ：『本朝度量権衡攷』にある尋 。 周尺を20cm または 23cm と仮定。（註28 参照）

No
呼 び・尺
推定実長・cm

44
．5135

5 、6 、7　 　 　 　 8
　 　 　 5
　 　 150

　 　 95
．3160

　 　 1
　 6180140

− 160

8
160 − 180

　 1　　　 2　　　 3
無 し　　無し　　無し

160　　　　150　　　　140

　　190

180

170

160

150

140

130

1203

4 5 　 　 6
呼 び寸法（尺 〉

7 8 9

身
体

尺

の

範

囲

図 2　尋 の 推 定実長
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　 こ の 場合の 尺を約 20cm の 周尺 と仮 定す る

と、8 尺
＝160cm 、7 尺 ＝140cm とな る。図 2

に お い て 、尋 は指極 の 尋 の 160cm と
一

致す る 。

ま た、仞 は濡紐 の 尋 の 140cm と
…

致す る。仞

は深 さを表す言 葉で あ り、水深な どに 使用 さ

れ 、そ の ため 、濡紐 の 尋 と
…

致す る の で は な

い か と推測 され る。

3　結論

1）尋 に は 、  計量 単位 とし て の 尋 と、  身体尺

　 と して の 尋 の 2 種類 の 意味が ある こ とが推測

　 され る 。

2）身体尺 の 尋 には   指極の 尋 、   紐 持 の 尋 、  

　濡紐 の 尋 な ど複数 の 長 さが あ る こ とが推測 さ

　れ る。

3）計量単位 の 尋は 、身体尺 の 3 種類 の 鯨 の 何れ

　か と、ほ ぼ一
致 す る こ とが推測 され る 。

4）尋 は、身長な い し身長以 下 と推測 され る 。
5

　尺 の 事例 が多い 。

5）和船関連の 尋 は 、5 尺 で あ る。

6） 明治 に定め られ た 「尋 ＝6 尺 」 は 「1fathom

　＝ 6feetj の こ とで 、水路部 の 水深 に の み適

　用可能な尋 と尺 の 関係 で あ る。

7）古代か ら昭和初期ま で の 身長 は 比較 的変化が

　少 ない もの と推定 されて い る。

　　尋は 身長 と密接な関係 の あ る長 さで あ り、

　尋 の 長 さも比 較的安定 し て い た もの と推測 さ

　 れ る。
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29）前出註 7）p77 の 註 （45＞ に 『通 芸録』 「数

　 度小 記」に 七 尺 日仞説 に い う。
「仞 の 数 、 小璽

　 雅に 四 尺 と 云 ひ 、応 劭は五 尺 六 寸 と云ふ 。（中

　 略）二 書 は 皆 な人 の 両 手を 伸 ば し以 っ て物 を

　 度 る の 名 を言 う。而 れ ど も尋を 八 尺 と為 し 、

　 仞 必ず 七尺 とは何ぞや 。（後略）」 とあ る 。

　　 前出註 1）『説 文新義』・「仞 」 の 項に 『通 芸

　 録』の 七 尺 の 仞 と八 尺 の 尋が 引用 され 、「八 尺

　 七 尺説 は鄭 注 の 誤 か ら出て い る と い う」 と記

　 述 され て い る 。
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